
奈良県・韓国ゆかりの地紹介 

第六弾  元興寺・般若寺 

 

今年は、奈良県と韓国忠清南道が 2011 年に友好提携を締結して 10 周年を迎える記念の年です。

これを記念して、奈良県内にある奈良と韓国とのゆかりの地、特に忠清南道とのゆかりを中心にご紹介

しています。第六弾となる今回は、元興寺と般若寺をご紹介します！ 

 

元興寺 

奈良市内にある元興寺は、第１弾でご紹介した日本最初の本格的伽藍と言われる飛鳥寺（法興寺）が

平城遷都にともない新築移転されたものです。 

『日本書紀』には、飛鳥寺の建立に、百済から僧侶や寺工、鑪盤
ろばん

博士、瓦博士、画工などの技術者が

派遣されたと記されています。そのときの瓦博士が造った日本最初の瓦は、現在地にお寺が新築移転さ

れた際にも運び移され、極楽堂（本堂）と禅室の屋根に数千枚が現役で葺
ふ

かれています。また、1998

年には、奈良市内にある 8つの社寺で構成される「古都奈良の文化財」が世界文化遺産に登録され、そ

の中に元興寺極楽坊境内の旧僧坊遺構である国宝「極楽堂」と国宝「禅室」が含まれています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

（奈良県国際交流員 南 炫汀） 

般若寺 

奈良市内には、高句麗から渡来した僧侶である慧灌
えかん

法師により創建されたと伝えられている「般若寺」が

あります。般若寺では、春は山吹や桜、夏は初夏コス

モスや紫陽花、秋はコスモスや彼岸花、冬は水仙など、

四季折々の花が咲きます。中でも夏と秋に咲くコスモ

スの名所として知られており、「コスモス寺」とも呼ば

れています。コスモスと紫陽花が咲く 6 月に般若寺を

訪れたことがありますが、境内一面に咲くコスモスと

ガラスボールに紫陽花を入れた花
はな

手水
ちょうず

が色鮮やかで、

とても綺麗でした。皆さんも歴史あるお寺と四季を彩

る花を見に行ってみませんか。 

極楽堂と禅室の屋根 元興寺 

般若寺（初夏コスモス） 


